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中部縦貫自動車道
交通量

H27年度 ３割
↓

H31年度 ４割に増加

約６割の車両が通行

約４割の車両が通行

500円分の商品券配布の様⼦

新元号制定記念 ⾼⼭祭屋台の特別曳き揃え
〜ＧＷに⾼⼭市街地へ賢くスムーズに到着〜

■主な渋滞対策
①経路分散の案内

• ⾼⼭市街地の国道158号へ集中する交通量を削減するために、中部縦貫道への経
路誘導を実施。

②無料臨時駐⾞場の開設・シャトルバスの運⾏
• ⾼⼭市匠ヶ丘町駐⾞場（無料）と⾼⼭市中⼼部を結ぶ無料シャトルバスを運⾏。
• 11時以降に駐⾞される先着100名様に500円分の商品券を配布。

③渋滞回避情報の提供（⾼⼭観光情報ダッシュボード／道の駅ななもり清⾒）
• ⽅⾯別の⾼⼭市街地への所要時間、おすすめ駐⾞場の情報提供等、⾼⼭の観光
に役⽴つ情報をまとめたHP（⾼⼭観光情報ダッシュボード）を作成。これを
TwitterやFacebookを活⽤して情報提供を実施。

• 道の駅での看板を活⽤した駐⾞場案内を実施。
③リアルタイムな情報提供
（⾼⼭観光情報ダッシュボード/

道の駅ななもり清⾒）

道の駅での看板を
活用したリアルタ
イム満車・空車情
報の提供

今年のＧＷ期間中の５月１日には新元号制定記念として、「高山祭屋台の特別曳き揃え」
が開催され、高山市と協力し高山市街地の渋滞対策を実施しました。

②無料臨時駐⾞場のシャトルバスの運⾏の様⼦

2019.5.1撮影

 無料臨時駐車場は２９８台の利用がありました。
 商品券は４３組の方に配布しました。

①経路分散の案内

Twitterを活⽤
した情報提供

 経路分散の取り組みから、国道１５８号から
の渋滞を緩和しました。

国道158号の交通を分散



第14回⽬は特定⾮営利活動法⼈神通砂防の⽵腰理事⻑にインタビューを⾏いました。

・我々の活動する奥⾶騨、上宝の地区においては、観光業と農業、そして
地域の防災事業に関わる機会の多い建設業の三つの柱がしっかりとして
いることが重要。

・その中で、特に観光については、⼀時期の温泉ブームや安房トンネルの
開通による関東⽅⾯からのアクセス改善により１００万⼈を越える規模
のお客様にお越し頂いていた時期から、現在は６０万⼈を下回る規模と
なっており、少なくなったダメージはある。ただその⼀⽅で、⼈がごっ
たがえさない落ち着いた温泉地になっている状況でもある。

・この落ち着いた温泉地に関⼼を持たれるお客様にコンスタントに来て頂
ける地域を指向するなかでは、⽇本⼀の露天⾵呂の数を含め、過去と同
様に来て満⾜頂ける資源は豊富に存在している。但し、合併前の上宝村は岐⾩県で最も⼤きな村
であったことが⽰すように、⾮常に広いエリアに資源が分散していることが課題であり、これら
の魅⼒が⾼め合えるよう地域としての連携が重要と考えている。

・例えば、奥⾶騨温泉郷の⼀つ、福地温泉においては、エリアが狭いところにお宿が集中している
こともあり、それぞれの温泉旅館などが連携し景観の統⼀やイベントを実施すること等によって、
それぞれの魅⼒を⾼め合っている⼀つの例ではないかと思っているが、このような動きを広域的
にどのように進めていくかが課題である。

・その広域的に連携する動きの⼀つとして、我々ＮＰＯもその推進に協⼒をさせて頂いているジオ
パーク認定に向けた取り組みも挙げられるのではないか。まだ緒に就いたところであるが、広域
的に広がるジオパークに係る要素に対し、⾏政と地域が⼀体となってその推進に向けて取り組ん
でおりこれらが結実していくことにより地域⼒向上にもつながっていくものと期待している。

・またこの地は、平成17年の合併により上宝村から⾼⼭市へと変わっており、その結果として⽇常
⽣活の基盤となる⽔道、消防、⽕⼭防災、学校耐震化等の取り組みについては、財政規模の⼩さ
な村当時より安⼼感が⾼まったものと感じている。

・その⼀⽅で、個別の⾃治体ではなく⾼⼭市の⼀部となったことから、地域の良さ、想い、課題な
どの情報を発信する⼒が弱まったようにも感じている。我々の活動するＮＰＯ神通砂防も、地域
における⽕⼭防災、砂防の重要性をしっかりと発信していく必要性から、これまでも活動してき
たところである。⽣活基盤確保による安⼼感の⾼まりを礎としながら、地域の情報をしっかり発
信していく⼒をつけていくことが観光⾯、防災⾯、農業⾯、それぞれの柱においても重要ではな
いかと考えている。

・これら広域的な地域における連携の重要さや、発進⼒を⾼めていくことに加え、観光、防災、農
業それぞれの柱に対して、道路整備は合併による⽣活基盤確保と同様に、地域の基盤として重要
と考えている。

・今後とも、⽣活の基盤である国道471号や⾼⼭そして松本⽅⾯へのアクセスを担う中部縦貫道な
ど地域が安⼼感をしっかりと得られる⽔準であってほしいと感じており、そういった安⼼感を礎
に地域⼒向上に取り組んでいきたいと考えている。

⾶騨⼭脈ジオパーク協議会Facebook ⇒  https://ja-jp.facebook.com/hidageopark/

『ジオパーク』とは・・・「地球・⼤地（ジオ：Geo）」と「公園（パーク：Park）」とを組み合わせた⾔葉で、
「⼤地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、丸ごと楽しむことができる場所。

ＮＰＯ法⼈神通砂防
⽵腰理事⻑

⼤地（ジオ）の上に広がる、動植物や⽣態系（エコ）の中で、私たち⼈（ヒト）は⽣活し、⽂化や産業などを築き、
歴史を育んでいます。ジオパークでは、これらの「ジオ」「エコ」「ヒト」の３つの要素のつながりを楽しく知ること
ができます。我らが⾶騨も「⾶騨⼭脈ジオパーク推進協議会」を平成28年12⽉に設⽴し⽇本ジオパークの認定を⽬指し
ており、本リレーメッセージのNPO法⼈神通砂防もその推進の⼀翼を担っています。



飛騨高山高校３年生生徒による水生昆虫・樹木の調査
～高山西ＩＣビオトープ“飛騨の森再生”における令和最初の環境学習～

今年で１５年目を迎えました

【水生昆虫（トンボのヤゴ等）の捕獲】

飛騨高山高校環境科学科３年生３１名が令和元年５月１０日（金）に、高山西インターチェンジ内に設けたビオトー

プ“飛騨の森再生”において、春の環境学習を行いました。ビオトープでは、２チームに分かれ、春に見られる水生

昆虫（トンボのヤゴ等）の捕獲・識別実習と樹木の生育状況調査実習を行いました。

水生昆虫の捕獲・識別実習ではトンボのヤゴ約50匹やマツモムシ、ゲンゴロウ類といった水生昆虫に加えてドジョ

ウも15匹確認しました。また春に羽化するトンボの仲間の飛翔も確認されました。

樹木の生育状況調査実習で

は、樹木の特徴を学習するとと

もに、樹木の高さや幹の太さの

測定、枝の広がり具合を調査し、

植樹した樹木の成長具合を確

認しました。

同校と高山国道事務所が平成２２年に締結した「ビオトープの維持管理に関する協定」に基づき定期的に実施し

ているもので、環境学習を行うことで、自然環境調査に必要な基礎的な知識と技術の習得および飛騨の自然環境

の習得について理解を深めています。また、これまでの同校との協働による継続的な維持管理活動により、貴重な

植物が増殖又は再確認されるなど、様々な動植物の生息・生育環境が改善又は維持されています。

【捕獲した水生昆
虫等の分類】

【幹の太さの計測】

【捕獲した水生昆虫
等のスケッチ】

【枝の広がりを計測】



飛騨高山高校の２年生生徒によるギフチョウの保全対策
～高山清見道路にてモニタリング調査を行いました～

【確認したギフチョウの卵塊】

【ギフチョウの生態について説明
する鈴木俊文先生（左手前）】

【ギフチョウの産卵状況調査】【ヒメカンアオイの生育状況
（葉の枚数）の調査】

中部縦貫自動車道高山清見道路４工区（高山IC～丹生川IC【仮称】）建設予定地内には、絶滅のおそれのある重

要な種が確認されており、高山国道事務所では、これらの重要な種に配慮するため、移植など様々な保全対策を進

めております。

平成２６年度、道路建設予定地内で確認された重要な種であるギフチョウの卵がついたヒメカンアオイ（ギフチョウ

の食草）を、飛騨高山高校と高山国道事務所が協働して移植作業を行いました。

以後、毎年移植後のモニタリング調査を実施しており、今年度も５月１３日（月）に「飛騨生態調査研究室」代表の

大森清孝先生と「ギフチョウの翔ぶ里山の自然を考える会」会長の鈴木俊文先生を講師としてお招きして、飛騨高

山高校環境科学科２年生４名が、保全対策として森林内に移植したヒメカンアオイの生育状況とギフチョウの産卵

状況の調査を行いました。

H24.4撮影

●ギフチョウ

・環境省レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増

大している種）

・岐阜県レッドリスト：準絶滅危惧（岐阜県内で存続基

盤が脆弱な種）

※「レッドリスト」とは、絶滅のおそれのある野生生物に

ついて記載したデータブックです。日本全国を対象とし

たものは環境省が、岐阜県内を対象としたものは岐阜

県が作成・公表しています。

生徒たちは、講師の方々にギフチョウとヒメカンア

オイの生態について教わりながら調査を実施し、ヒ

メカンアオイの葉の枚数を数えるとともに、葉を１枚

１枚慎重に裏返してギフチョウの産卵の有無を調

査しました。移植地でヒメカンアオイを確認した結果、

９卵塊８２個の卵が確認されました。移植した株か

ら卵塊が確認されるとともに、工事進捗によって以

前より日光が差し込むようになった結果、元から自

生しているヒメカンアオイも葉が茂り、こちらからも

卵塊が確認されました。今年はギフチョウの羽化が

例年より遅いようで、飛翔するギフチョウも確認され

ました。

ギフチョウの生息環境を維持するために、今後も

飛騨高山高校と協働して保全対策を行っていきま

す。

ギフチョウの食草
ヒメカンアオイ
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